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町
民
の
安
全
を
守
る
さ
つ
ま
町
消
防
本
部

さ
つ
ま
町
消
防
署

さ
つ
ま
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
消
防
。さ

つ
ま
町
の「
消
防
本
部
」と「
消
防
署
」で
は
ど
の

よ
う
な
勤
務
サ
イ
ク
ル
で
、ど
の
よ
う
な
仕
事

を
し
て
い
る
の
か
紹
介
し
ま
す
。

消
防
本
部
の
仕
事

消
防
総
務
課（
総
務
係
・
消
防
団
係
）、警
防
課

（
警
防
係
・
救
急
係
・
予
防
係
・
危
険
物
係
・
通
信

指
令
係
）が
あ
り
、消
防
施
設
な
ど
の
管
理
を
は

じ
め
、災
害
時
の
出
動
計
画
、火
災
原
因
調
査
、

応
急
手
当
普
及
活
動
、火
災
予
防
の
啓
発
広
報
、

防
火
対
象
物
・
危
険
物
施
設
な
ど
の
立
入
検
査
・

届
出
や
許
可
申
請
に
対
す
る
許
認
可
、消
防
団

活
動
の
支
援
と
い
っ
た
消
防
事
務
全
般
を
担
っ

て
い
ま
す
。　

消
防
本
部
の
勤
務
サ
イ
ク
ル

本
部
職
員
の
勤
務
時
間
は
、一
般
行
政
職
と

同
じ
く
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
が
休
み
と
な

り
ま
す
。

消
防
署
の
仕
事

消
防
署
の
主
な
仕
事
は
災
害
出
動
で
す
。２

部
隊
制
で
、24
時
間
３
６
５
日
、災
害
に
備
え
て

待
機
し
、火
災
等
の
災
害
や
救
急
が
発
生
す
る

と
昼
夜
を
問
わ
ず
出
動
し
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
て
い
な
い
と
き
は
、出
動
後

の
報
告
書
の
作
成
や
各
種
の
災
害
を
想
定
し
た

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、さ
つ
ま
町
の
消

防
署
員
は
、全
員
が
消
防
本
部
業
務
も
兼
務
し

て
い
る
二
刀
流
で
す
。

消
防
署
の
勤
務
サ
イ
ク
ル

消
防
署
の
勤
務
時
間
は
、８
時
30
分
か
ら
翌

朝
の
８
時
30
分
ま
で
の
24
時
間
勤
務
と
な
っ
て

お
り
、こ
の
間
は
、署
外
活
動（
避
難
訓
練
指
導

な
ど
）を
除
き
、食
事
や
仮
眠（
夜
間
）な
ど
全
て

を
消
防
署
の
中
で
過
ご
し
ま
す
。

24
時
間
の
勤
務
が
終
了
す
る
と
24
時
間
の
非

番（
休
み
）と
な
り
、翌
日
ま
た
24
時
間
勤
務
に

就
き
ま
す
。祝
日
、年
末
年
始
も
勤
務
の
サ
イ
ク

ル
に
あ
た
る
と
出
勤
と
な
り
ま
す
。
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火
災
出
動

建
物
火
災
や
林
野
火
災
、車

両
火
災
な
ど
に
出
動
し
、火

災
現
場
の
状
況
を
い
ち
早
く

把
握
し
て
、被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
の
消
火
活
動

が
主
な
仕
事
で
す
。

救
急
出
動

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
人
の
状

態
を
観
察
し
、応
急
処
置
を

行
い
、適
切
な
医
療
機
関
に

搬
送
す
る
の
が
主
な
仕
事
で

す
。救
急
救
命
士
を
含
む
３

人
１
組
で
出
動
し
ま
す
。

救
助
出
動

火
災
、交
通
事
故
、地
震
、土

砂
災
害
等
の
災
害
に
よ
り
、

不
安
全
な
場
所
に
い
る
人
を

適
切
な
救
助
資
機
材
を
使
い

安
全
な
場
所
に
助
け
出
す
の

が
主
な
仕
事
で
す
。

そ
の
他
出
動

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
防
災
ヘ
リ

の
離
着
陸
時
の
警
戒
活
動
、

危
険
物
漏
洩
等
の
排
除
活
動
、

救
急
隊
の
活
動
補
助
な
ど
の

出
動
が
あ
り
ま
す
。

消防本部・消防署の組織図

消防署の出動消防署員の主な一日（例）

８時30分	勤務交替
ミーティング・車両点検
前日の勤務者と交替後、各自の出動準備
を整え、一日の業務など打ち合わせ後、車
両・資機材の点検を行います。

９時30分	事務・署外活動
各担当係の事務処理や、署外活動（避難訓
練指導・予防査察など）を行います。

12時	 昼食

13時	 事務・報告書の作成
各担当係の事務処理や、出動後の報告書
の作成を行います。

15時	 訓練
火災・救急・救助の基本的な訓練や、各種
災害を想定した訓練など行います。

18時	 夕食

19時	 体力錬成・事務など
体力錬成や各担当係の事務処理、出動後
の報告書の作成などを行います。

21時	 車両点検
車両（バッテリー・灯火など）に不具合が
無いか点検を行います。

22時	 仮眠時間・夜間勤務
仮眠中に交代で１時間、災害通報や来庁
者の対応のため、通信勤務に就きます。

６時	 庁舎、車両清掃・車両点検
次の勤務者に気持ちよく仕事をしてもら
うため、庁舎・車両の清掃を行います。
また、引き継ぐ車両に異常がないか点検
を行います。

８時30分	勤務交替
勤務交替して一日の勤務終了。
（翌日の８時30分まで非番となります）
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火
災
の
通
報
や
救
急
車
の
要
請
は
「
１
１
９
」

で
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。「
１
１
９
」
に
通
報

す
る
こ
と
で
、
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

通
報
者
の
家
・
通
報
者
の
い
る
場
所
を
指
令
台
に

て
瞬
時
に
取
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
出
動
場
所
を
特
定
す
る
精
度
が
高
ま
り

ま
す
。（
※
一
部
の
電
話
を
除
き
ま
す
）

小
学
校
の
理
科
の
授
業
で
、
虫
メ
ガ
ネ
で
黒
い

紙
に
太
陽
光
を
集
め
て
紙
を
焦
が
す
実
験
を
覚
え

て
い
ま
す
か
。
太
陽
光
が
レ
ン
ズ
や
鏡
に
よ
っ
て

反
射
又
は
屈
折
し
て
１
点
に
集
ま
る
事
を
「
収
れ

ん
現
象
」
と
い
い
、
そ
こ
に
燃
え
や
す
い
物
が
あ

る
と
、
熱
が
蓄
積
し
発
火
に
至
る
場
合
が
あ
り
、

こ
れ
を
「
収
れ
ん
火
災
」
と
い
い
ま
す
。

レ
ン
ズ
や
鏡
な
ど
、
光
を
集
め
る
可
能
性
が
あ

る
物
と
、
太
陽
光
、
燃
え
や
す
い
物
の
条
件
が

整
っ
て
し
ま
う
と
、
収
れ
ん
火
災
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ペットボトル　　　　　　　金魚鉢
ガラスの花瓶　　　　　　　ステンレス製ボウル
メガネ　　　　　　　　　　スノードーム
流し台（ステンレスシンク）
ビニールハウス（天井に水が溜まったもの）

など身近にある物が光を集めます

災害通報は「１１９」で！� 【通信指令係】

太陽の光で火災発生！（火災調査File）� 【警防係】

　さつま町消防本部の代表電話（52-0119）に火災の
通報・救急車の要請があった際は「１１９」にか
け直すようにご案内いたします。

ご理解とご協力をお願いします

お知らせ
　令和７年４月１日から、さつま町消防本
部・薩摩川内市消防局・阿久根地区消防組合
の３消防本部が共同で通信指令センターを運
用します。次号で特集予定！

対　　策
　自動車のダッシュボードにペットボトルの
飲料水を放置しないよう注意しましょう。ま
た、日射しが部屋に入らないようにカーテン
で遮光しておくことも出火対策の１つです。
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さ
つ
ま
町
消
防
本
部
で
は
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
協
力
事
業
所
登
録
制
度
」
を
開

始
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
登
録
事
業
所
付
近
で
救
命
処

置
を
必
要
と
し
た
事
案
が
発
生
し
た
際
に
、
町
民
等
が
登
録
事
業
所
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
借
用
し
、
救
命
処
置
を
行
い
、
そ
の
際
に
使
用
さ
れ
た
Ａ

Ｅ
Ｄ
パ
ッ
ド
を
消
防
本
部
が
「
無
償
給
付
」
す
る
制
度
で
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
協
力
事
業
所
の
登
録
概
要

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事
業
所
の
就
業
時
間
中
に
町
民
等
か
ら
協
力
要
請

が
あ
っ
た
場
合
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
出
し
に
つ
い
て
協
力
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
登
録
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
協
力
事
業
所
の
所
在
地
や
営
業
時
間
等
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
周
知
を
行
い
ま
す
。

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事
業
所
か
ら
登
録
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、「
さ
つ

ま
町
Ａ
Ｅ
Ｄ
協
力
事
業
所
標
章
」
を
交
付
。
施
設
の
入
り
口
な

ど
外
か
ら
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
い
た
し
ま
す
。

事業所と連携したＡＥＤの活用促進� 【救急係】

　登録申請書は、さつま町消防本部で配布又はホームページからもダウンロードが
できます。詳しくは、消防本部 救急係へご連絡ください。

登録方法

消防本部QRコード

さつま町ＡＥＤ協力事業所標章

この標章が掲示されている事業所は
ＡＥＤの借用が可能です
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大好きな　　のために！　　大切な人の　　のために！

ハラスメント防止！
　さつま町消防団は、令和６年４月１日に「ハラスメント防止宣

言」を行い、風通しのよい・活動しやすい環境づくりに取り組んで

います。令和６年４月21日には、幹部団員を対象に「ハラスメント

防止研修会」を実施。総務省消防庁消防団等充実強化アドバイザー

の太田和弘氏を講師に招き、消防団員としての「公務員倫理」と

「コンプライアンス」について受講し、消防団員の心構えや、ハラ

スメントに対する理解、部下への接し方について学びました。

湯田分団　新型消防車に車両更新
　老朽化が進んでいた湯田分団の消防ポンプ自動車の更新を行い

ました。令和６年６月14日に行われた車両交付式では、角茂樹副

町長から久保田仁分団長に交付書が手渡されました。「今後も訓

練に励むとともに、予防消防に努め、団員一丸となって最善の努

力を尽くします」と分団長が謝辞を述べました。

さつま町消防団に15人が入団
　さつま町消防団に新たに15人が入団し、令和６年４月21日、

「新入団員研修」を実施しました。消防団員に必要な例規等の

座学を実施した後、規律訓練及び消火活動に必要な実技訓練を

行い、消防団員としての基礎知識を学びました。

消防団員・消防団女性部募集！
地元 笑顔

問い合わせ先	 さつま町消防本部 消防総務課 消防団係
Tel 0996-52-0119    Fax 0996-53-0119
鹿児島県薩摩郡さつま町時吉366番地


